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第２次三重県病院事業経営健全化計画取組成果の公表にあたって

第２次経営健全化計画（平成１４・１５年度）では、それまで行ってきた第１次経営健

全化の取組を定着化させるとともに、時代に応じた県立病院の新たな役割と機能への見直

し、医療の質の確保・向上と経営マネジメントの確立という課題に取り組んでまいりまし

た。

計画期間中、三重県保健医療計画の見直し（平成１５年１２月改訂）にあわせ、県立病

、 。 、院の新たな役割と機能が設定され 同時に一般会計からの繰入基準も見直しました また

医療の質の確保・向上に向けて、第３者機関（(財)日本医療機能評価機構）による外部評

価を受審したほか、新たなマネジメントシステム（ＢＳＣ：バランス・スコアカード）を

導入し、経営基盤の確立に努めました。

その結果、平成１３年度以降、３年連続で経常黒字を計上し、特に平成１５年度には４

病院全てが総収支レベルでの黒字転換を図ることが出来ました。これまで県立病院をご支

援いただいた方々や健全化の取組にご尽力いただいたスタッフの皆さん方に感謝申し上げ

るとともに、第２次経営健全化計画の取組成果をここにご報告いたします。平成１６年度

から始まった「三重県立病院事業中期経営計画」では、こうした取組成果を踏まえ、初め

て「健全化」の名をはずした計画としています。

今後も、４つの県立病院がそれぞれの機能をさらに特化させ、自立的な取組を推進し、

患者満足度、職員満足度を高め、より信頼され支持される病院づくりに取り組んでいくこ

と、そして良質で満足度の高い医療を提供し、県民の健康で文化的な社会の実現に貢献し

ていくことを宣言いたしたいと存じます。

平成１６年１０月

三重県病院事業庁長 渡 辺 和 己
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３．主な取組成果と今後の課題 （全体総括） 

 

ア．主な取組成果 

 
１）顧客の視点 
 
 ① 県保健医療水準の向上 
    ・医療の質を高める先進的なシステムの構築、取組の推進 
 クリニカルパスの推進（適用症例の拡大、統合失調症等治療プログラムの開発）、がん拠点病

院指定（医セ：Ｈ14,8）、へき地医療支援拠点病院指定（医セ・志摩：Ｈ15,4）、精神３次レベ
ルの救急医療機能整備検討（こころセ：Ｈ15）、緩和ケア導入検討（一志：Ｈ15～） 

    ※ クリニカルパス：疾病や処置毎に医師や看護師、薬剤師といった医療従事者が用いるための治療計 
          画    

   ・県民の安全安心確保に向けた医療面からの貢献 
 救急医療体制の充実（４病院）、ＳＡＲＳ対策の実施（医セ：Ｈ15,5～）、医療事故公表基準の
策定・事例公表（Ｈ14,8～）、ヒヤリ・ハット・ガイドラインの策定・公表（Ｈ14,11） 

    ・臨床医療従事者養成による県医療水準向上への貢献 
   臨床研修医の受入（Ｈ14：12人、Ｈ15：13人）、看護実習生の受入（Ｈ14：7,169人、Ｈ15 
：10,181人）、医師の卒後臨床研修義務化への対応（４病院：Ｈ15） 

    ・保健医療福祉連携モデル事業の構築、実践、普及 
   健康福祉部との意見交換会の開催・連携事業の検討（Ｈ14～）、関係施設・医療機関との紹介・
逆紹介の推進 

    ・県立病院としての役割、機能の見直し 
   県保健医療計画の中で役割・機能を見直し・明記（Ｈ15,12）、次期三重県立病院事業中期経営
計画の中でさらに具体化（Ｈ16,3） 

    ・自治体病院におけるマネジメント水準向上への寄与 
   ＢＳＣによるマネジメントの推進、経営情報の公表、県内外への情報発信 
    ※ ＢＳＣ（バランス・スコアカード）：４つの視点（顧客・財務･内部プロセス･学習と成長）に基づく多 
          面的なマネジメントツール、階層間・部門間におけるコミュニケーションツール 

 
 ② 地域信頼度の向上 
    ・地域ニーズに応じた医療サービスの最適化 
   診療科の設置・充実（医セ・こころセ・志摩：専門外来の設置、志摩：脳神経外科充実、神 
経内科設置）、院外処方の推進（Ｈ13→Ｈ15：医セ79.5％→82.4％、こころセ7.0％→49.6％(但
しＨ16,3：95.2%)、一志71.3％→69.5％(但しＨ16,3：91.8%）、志摩84.2％→85.7％） 

   ・地域完結型医療提供体制確立への貢献 
   地域連携の推進（４病院）、志摩地域公立医療機関交流協議会の取組への参画（Ｈ15,4～：志摩） 
   ・地域に開かれた病院づくり 
   医師会との交流、症例検討会の開催、高度医療機器共同使用、セミオ－プンベッドの推進、公

開講座・病院祭りの開催、ボランティアの導入推進 
       ※ セミオープンベッド：診療所等のかかりつけ医（登録医）が入院の必要があると判断し、病院に紹 
          介した場合に病院の医師と共同して入院治療を行うシステム 

 
 ③ 患者ＱＯＬの向上 
    ・患者様・ご家族への情報提供 
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 診療実績・内容の公表、インフォームドコンセントの徹底 
   ・患者様のニーズ把握と的確な対応 
   患者アンケートの実施・内容見直し（Ｈ14・15）、ＴＱＭ活動による対応実践（Ｈ15～） 
       ※ ＴＱＭ（トータル・クオリティ・マネジメント）：もとは産業界で行われている品質管理法。近年医 
          療現場においても広まりつつある一定水準の医療提供を確保（総合的医療内容管理）するための活動 

 
２）財務の視点 
 
 ④ 経営基盤の安定 
   ・収益増大（請求漏れ防止等）､費用削減（経費圧縮等）、人件費比率の引き下げ 
   経常利益は過去最大化（383,996千円）、医業収支比率改善（Ｈ13：86.0％→Ｈ15：87.4％）､
医業収益過去最大化も材料費比率が微増（Ｈ13：22.7％→Ｈ15：23.7％） 
アウトソーシングの拡大（給食の一部外部委託化）、付加価値の増大等による人件費比率減少（Ｈ

13：66.3％→Ｈ15：62.6％） 
   ・投下資本の効果的活用 
   高度医療機器、病床、手術室の効果的利用、在庫ロスの防止、未収金削減に向けた少額訴訟制

度の活用 
    ・一般会計からの繰り入れ基準の見直し 
   保健医療計画に位置づけられた県立病院の新たな役割・機能を具体化、客観性・透明性を向上

させる基準に改正（Ｈ16,3） 
    ・資本剰余金取り崩しによる累積欠損金解消の検討 
 Ｈ15 決算後の解消に向け諸条件整備（経常収支の均衡：Ｈ14・15、総収支ベースでの収支均
衡：Ｈ15） 

 
３）内部プロセスの視点 
 
 ⑤ 医療の質の向上に向けたしくみづくり 
   ・病院機能評価受審と安全管理の徹底 
   １病院認定（医セ：Ｈ16,3）、３病院受審（こころセ・一志・志摩：Ｈ16結果判明） 
   ・医療サービスの標準化、透明性の向上   
   クリニカルパスによるチーム医療の推進、患者様への情報開示・提供 
 
 ⑥ 業務の効率化 
   ・部門を越えた取組による業務プロセスの最適化 
   プロジェクト、ワーキングの活用（オーダリング導入、地域連携推進等） 
    ・新たなマネジメントシステムによる業務プロセス改善 
 ＢＳＣによる部門間の対話、院内他部門を相互に内部顧客と想定した取組の推進 

 
４）学習と成長の視点 
 
 ⑦ 職員のスキルアップ 
   ・キャリアデザインに応じた医療従事者の技術・能力の向上 
   キャリアラダーの策定運用（看護部門：Ｈ14策定・Ｈ15試行・Ｈ16運用、コメディカル部門：
Ｈ15策定・Ｈ16試行） 

    ※ キャリアラダー：職員が実践能力を段階的に修得できるように構築されたシステム 

   ・役割に応じたマネジメント能力の向上 
   ＢＳＣ作成・運用時の対話・調整によるスキルアップ、トップセミナー・ミドルスタッフ研修、
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コーチング研修の実施 
   ・ナレッジマネジメントの推進 
   ＢＳＣをコミュニケーションツールとしたナレッジマネジメントの推進 
    ※ ナレッジマネジメント：職員一人ひとりの情報やノウハウ、アイデアなど「個人知」をネットワー 
          クによって組織全体のもの「共有知」として幅広く有効に活用する経営手法  

 
 ⑧ 組織風土の活性化 
   ・リーダーシップの向上と責任の明確化 
   ＢＳＣ運用に伴う各責任者（シート作成・運用管理者）の「いつ」「誰が」「何を」行うかの 
明確化 

   ・対話による階層間コミュニケーション充実、課題・目標の共有 
   ＢＳＣによるＰＤＳサイクルの実践（Ｈ14・15） 
    ・意欲と能力のある人材確保・育成・活用、優秀な医師確保・定着・育成に向けた総合的な取組 
新人事システム導入検討開始（医師への年俸制導入等） 

 
 

イ．今後の課題 

 
１）顧客の視点 
 
 ・県保健医療計画、次期病院事業中期経営計画に位置づけられた県立病院の新たな役割・機能の発 
  揮 
  ①広域、高度専門、救急医療の提供 
 ②県民から求められる先進的・モデル的医療サービスの取組 
 ③災害、感染症対策等安全・安心を支えるセーフティーネットの確保 
 ④県医療水準向上のための教育・研修等人材育成  
 
２）財務の視点 
 
 ・経常収支の均衡 
 ・医業収支比率の改善 
 ・一般会計からの繰入成果の向上 
 
３）内部プロセスの視点 
 
 ・マネジメントシステムの確立・充実 
 ①患者本位の視点に立った医療の質にかかるマネジメントの確立・実践 
 ②ＢＳＣによる主体的、自立的な経営マネジメントの確立・実践 
 ③安全確保のためのリスクマネジメントの確立・実践 
 ④効果的な情報収集・分析・活用・発信のための情報マネジメントの確立・実践 
 
４）学習と成長の視点 
 
 ・職員満足度の向上 
 新人事システムの導入、職場環境の改善、組織風土の改革 
 ・専門能力の向上 
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 研究・研修環境の充実、役割に応じたマネジメント能力、リーダーシップの発揮 
 
 

ウ．収支の状況 

１）決算概要（平成１３年度～平成１５年度） 

                                                                 (単位：百万円 (税込) ) 

 13 年度 14 年度 15 年度 

１ 医業収益 １４，９３６ １５，１５０ １５，３４０ 

  1-1 入院収益 １０，７４６ １１，０５１ １１，１４３ 

  1-2 外来収益 ３，８０７ ３，７１６ ３，８２６ 

  1-3 その他医療収益 ３８３ ３８３ ３７２ 

２ 医業費用 １７，３６９ １７，５７５ １７，５５６ 

  2-1 給与費 ９，８９５ ９，８１３ ９，５９８ 

  2-2 材料費 ３，３９７ ３，６７６ ３，６３０ 

  2-3 経費 ２，２２７ ２，３５２ ２，５７０ 

  2-4 減価償却費 １，８０３ １，６３４ １，６７８ 

  2-5 資産減耗費 ６ ５０ ２５ 

  2-6 研究研修費 ４０ ５１ ５５ 

３ 医業外収益 ３，６１５ ３，６９４ ３，６５６ 

４ 医業外費用 １，１１６ １，０７２ １，０５６ 

５ 医業収支 �  ２，４３３  ▲ ２，４２５ ▲ ２，２１６ 

６ 経常収支 ６６ １９７ ３８４ 
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８．各病院の取組成果 

 

総合医療センター 

取組成果と今後の課題（総括） 

ア．取組成果 

１）顧客の視点 
 
 ① 県保健医療水準の向上 
   ・北勢地域の急性期病院として、高度特殊医療、救命救急医療の提供 
    （新入院患者数 H13：7,893人→H15：8,533人） 
    （救急患者取扱数 H13：19,065人→H15：18,676人） 
   ・がん拠点病院、基幹災害拠点病院、臨床研修指定病院としての取組 
    （外来がん化学療法の実施、災害医療セミナーの実施、臨床研修医受入 H13：12人→H15： 
      12人、看護実習生受入 H13：延べ3,680人→H15：延べ5,300人） 
 
 ② 地域信頼度の向上 
   ・地域連携の推進（紹介率 H13：33.5％→H15：42.2％） 
   ・病診連携検査件数の増大（H13：859件→H15：1,034件） 
   ・セミオープンベット利用件数の増大（H13：717件→H15：1,630件） 
   ・登録医数、登録医療機関数の増（H13：194機関→H15：223機関） 
   ・地域医療機関や県民を対象とした講演会や研究会の実施 
 
 ③ 患者ＱＯＬの向上 
   ・患者満足度の向上（患者アンケートによる当院の推薦率 H13：75％→H15：89.6％） 
   ・ホームページによる診療実績の一部公表 
   ・「医療センターニュース」「れんけい」等広報紙の発行 
   ・パーキングシステムの導入による患者駐車場の確保 
 
２）財務の視点 
 
 ④ 経営基盤の安定 
   ・４年連続経常収支黒時達成 
   ・病床利用率のアップ（H13：76.5％→H15：80.5％） 
   ・平均在院日数の短縮（H13:15.7日→H15：15.4日） 
   ・院外処方の推進（H13：79.5％→H14：82.4％） 
 
３）内部プロセスの視点 
 
 ⑤ 医療の質の向上に向けたしくみづくり 
   ・（財）日本病院機能評価機構による病院機能評価の認定（H15年度） 
   ・クリニカルパスによる医療の標準化の推進（パス数 H13：52シート→H15：83シート） 
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   ・医療安全管理室、病歴管理室、院内感染対策チームの設置 
 
 ⑥ 業務の効率化 
   ・フルオーダリングシステムの導入 
   ・院内ＬＡＮの構築による情報の共有化（全職員） 
   ・検査部技師による採血業務の実施 
   ・看護師による静脈注射実施の検討 
 
４）学習と成長の視点 
 
 ⑦ 職員のスキルアップ 
   ・看護師を対象としたキャリアラダー研修への参画 
   ・各種資格の取得（認定看護師、診療情報管理士等） 
   ・医師の長期派遣研修の実施（がん関係：国立がんセンター、愛知県がんセンター、救急医療関 
     係：米国テキサス州） 
   ・院内での講演会や勉強会の実施 
 
 ⑧ 組織風土の活性化 
   ・ＢＳＣ（バランススコアーシート）による院長と部門長、セクション長とのコミュニケーショ 
     ンの充実、目標、課題の共有化 
   ・幹部職員やミドルスタッフを対象としたマネジメント研修の実施 
 
 

イ．今後の課題 

 
１） 顧客の視点 
 
   ・病院の機能分化の推進（かかりつけ医への受診誘導と紹介患者、救急患者中心の診療体制） 
   ・診療情報の公表（疾病ごとの診療実績の公表） 
   ・病診、病病連携による地域連携の推進（登録医、登録医療機関など連携医療機関の拡大、紹介 
     患者数や逆紹介患者数の増加、施設の共同利用の促進、地域への情報発信として研究会、講演 
     会の実施） 
   ・患者満足度のアップ（患者相談体制の充実、待ち時間の短縮等） 
 
２）財務の視点 
 
   ・入院収益の確保（稼働率のアップ、入院診療単価のアップ） 
   ・経費の削減（人件費（時間外）、薬品費、診療材料費、諸経費の削減） 
   ・診療科別経営システムの導入 
   ・診療報酬未収金の減少 
 
３）内部プロセスの視点 
 
   ・がん治療チームの組織化（前立腺癌、乳癌、大腸癌、肺癌、子宮癌など） 
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   ・高次救命救急センター機能の充実（火傷、中毒治療体制の確立、救急認定医の確保） 
   ・院内における地域連携体制の確立（地域医療支援病院承認のための院内取組の推進、医療機関 
     への訪問、地域医療機関や県民を対象とした講演会、研究会の実施） 
   ・医師及び看護師の不足 
   ・ＩＴを活用した業務の効率化（電子カルテの導入、地域医療機関とのＩＴによる情報交換の実 
     施） 
   ・医療の標準化（ＤＰＣ（診断群分類別包括評価）への対応、クリニカルパス適用数の増加） 
   ・院内業務改善（各部門内及び部門間での業務見直しの推進） 
 
４）学習と成長の視点 
 
   ・職員のスキルアップ（認定看護師を始めとした専門資格の取得、計画的な研修派遣の実施） 
   ・コミュニケーションの改善（チーム医療への取組の推進、部門間の連携の推進） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 15 

ウ．決算の状況 

１）決算概要（平成１３年度～平成１５年度） 

                                                                 ( 単位：百万円 (税込) ) 

 13 年度 14 年度 15 年度 

１ 医業収益 ７，５３７ ７，５１６ ７，５３３ 

1-1 入院収益 ５，３１９ ５，４３３ ５，３４９ 

1-2 外来収益 １， ９８９ １，８７１ １，９９０ 

1-3 その他医療収益 ２２９ ２１２ １９４ 

２ 医業費用 ７，８０８ ８，０２０ ８，０４９ 

2-1 給与費 ３，７４１ ３，８５０ ３，８４５ 

2-2 材料費 １，９４６ ２，０６０ ２，００４ 

2-3 経費 １，１１３ １，２０１ １，２５２ 

2-4 減価償却費 ９８７ ８４９ ９１４ 

2-5 資産減耗費 ３ ３６ １０ 

2-6 研究研修費 １８ ２４ ２４ 

３ 医業外収益 １，５３３ １，２１８ １，２０９ 

４ 医業外費用 ６９７ ６６７ ６６０ 

５ 医業収支 ▲ ２７１ ▲ ５０４ ▲ ５１６ 

６ 経常収支 ５６５ ４７ ３３ 

 

 

２）主な経営指標（平成１３年度～１５年度） 

 

 13 年度 14 年度 15 年度 

病床利用率（％） ７６．５ ８０．３ ８０．５ 

診療単価（入院）（円） ４２，７３０ ４１，２９３ ４０，６９１ 

平均在院日数（本院）（日） １４．５ １５．７ １５．４ 

１日当患者数（外来）（人） １，０４３ ８７６．２ ８３８．５ 

診療単価（外来）（円） ７，７８４ ８，７１８ ９，６４７ 

人件費比率（％） ４９．６ ５１．２ ５０．８ 

紹介率（％） ３３．５ ４０．５ ４２．２ 

院外処方率（％） ７９．５ ８０．７ ８２．４ 
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こころの医療センター 

 

取組成果と今後の課題（総括） 

ア．取組成果 

１）顧客の視点 
 
 ① 県保健医療水準の向上 
   ・診療部、社会復帰推進部、看護部の連携により患者様の在宅等の期間を延長 
（ノーマライゼーション推進貢献度 H13：76.3%→H15：83.0%） 

   ・院内RANによる病床一元化管理の実施。 
   ・こころの医療センターの基本理念の見直し（Ｈ14）と基本方針の制定（Ｈ15） 
     を実施 
 
 ② 地域信頼度の向上 
   ・ホームページを更新し、情報発信を充実。 
（ホームページアクセス件数 H14：1,590件→H15：14,628件、臨床成果の公表） 

   ・地域連携室の設置（Ｈ15,4,1～、新入院患者数 H13：701人→H15：901人） 
       中勢地区の内科クリニック等の医療機関を訪問・PRを実施(訪問先：190件) 
       関係医療機関へのアンケートを実施（アンケート送付数：497件、回収率62.2％） 
       広報誌の発行（創刊号、第２号の発行） 
 
 ③ 患者ＱＯＬの向上 
  ・患者満足度の向上を図るため、接遇研修、優良病院のベンチマークを実施 
  （患者アンケート・当センター推薦率 H13：70.8%→H15：86.7%） 
 
２）財務の視点 
 
 ④ 経営基盤の安定 
   ・2年連続の経常黒字達成 (H14：33百万円、H15：122百万円) 
       専門外来の設置（平成15年6月 老いのこころ外来・セカンドオピニオン外来の設置） 
       精神療養病棟入院料１の算定を開始（Ｈ15,5～） 

               1床室50床を対象に室料差額の徴収を開始 (Ｈ15,11～) 
       ・医師確保対策の実施 

               他県を含め積極的に医師確保を実施したが不充分 
 
３）内部プロセスの視点 
 
 ⑤ 医療の質の向上に向けたしくみづくり 

       ・病院医療機能評価を受審（Ｈ16,2受審、一部改善項目の指摘があり留保） 
               病院医療機能評価を受審するにあたり、各種マニュアルの修正整備・医療安全管理対策の 
               充実・病歴管理の充実等実施 

       ・治療技術の向上を図るため、各種クリパスを検討・実施 
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       統合失調症急性期クリパスの実施（Ｈ14：クリパス作成・試行、Ｈ15：実施） 
       (統合失調症急性期平均在院日数 H14：137.7日→H15：104.4日) 

               ストレス・人格障害クリパスの検討（検討のためのプロジェクトの立ち上げ、先進病院視 
               察の実施） 

   ・環境改善に対する取組（電力・水の総使用量抑制、ゴミの分別等を実施） 
 

 ⑥ 業務の効率化 
  ・生産性の向上を図るため、各種の取組の実施 
       給食業務の一部委託化の実施 (Ｈ15,4～) 
       原則院外処方に移行（Ｈ15,10～、10月～3月の院外処方箋発行率：94.9％） 
       看護部を中心としたTQM活動の開始 

 
４）学習と成長の視点 
 
 ⑦ 職員のスキルアップ 
   ・IT研修の実施 

   ・院内学会の実施 (Ｈ14：１回、Ｈ15：１回) 
   ・年報の発刊準備 

 
 ⑧ 組織風土の活性化 
   ・院長フリートーク・メールによるライブトークの実施 
   ・マネジメントシート・目標管理シートによる職員の目標管理の実施 
   ・ミドルスタッフ研修の実施（研修の成果である病院への提案を実施） 
   ・職員倫理宣言の制定（Ｈ16,1）、研究等に関する倫理委員会の立ち上げ (Ｈ15,10) 
 
 

イ．今後の課題 

 
１）顧客の視点 
 
   ・開かれた病院経営が課題であり、今後、NPO・ボランティアとの協働・協力による行事等の 
     実施 
   ・地域医療機関への訪問・患者情報の提供などを充実させ、地域医療機関とのさらなる連携、早 
     期社会復帰の推進 
   ・社会ニーズに応じた精神科専門医療を提供するため、専門外来のPR・ニーズ調査を実施、ま 
     た、災害・事故等に対する相談窓口の設置 
 
２）財務の視点 
 
  ・受診者増を図るため、魅力的な外来医療を実現 
   ・急性期入院患者の受入体制を整備し、入退院システムを確立 
   ・収入確保のため、新たな精神科特定入院料を算定 
   ・請求漏れ等を防止するため、診療報酬検討委員会を開催 
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３）内部プロセスの視点 
 
   ・ストレス・人格障害クリパスの作成・実施のため、クリパス委員会活動を活発化 
   ・急性期治療病院への体制整備のため、保健所等関係機関との連携を深め、急性期患者受入態勢 
     を確立 
   ・開かれた病院づくりを行なうため、運営モニター制度を創設し、外部意見を導入 
   ・社会からの精神保健支援ニーズに対応するため、こころの健康センター等と意見交換を行ない 
     連携を強化 
 
４）学習と成長の視点 
 
   ・職員の専門性を向上させるため、専門能力を身につけるための支援を実施 
   ・BSC目標管理の徹底、コミュニケーション能力の向上、セクション横断的な対話により、職 
     場を活性化 
   ・職員倫理を向上させるため、研修会等を実施。 
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ウ．決算の状況 

１）決算概要（平成１３年度～平成１５年度） 

                                                                 ( 単位：百万円 (税込) ) 

 13 年度 14 年度 15 年度 

１ 医業収益   ２，２１７   ２，２１４   ２，１７０ 

  1-1 入院収益   １，８７９   １，８５８   １，８３３ 

  1-2 外来収益     ３１９     ３３９     ３１８ 

  1-3 その他医業収益      １９      １７      １９ 

２ 医業費用   ３，４９５   ３，３０３   ３，１５７ 

  2-1 給与費   ２，５０９   ２，２７６   ２，０９６ 

  2-2 材料費     ２７０     ３０５     ２６２ 

  2-3 経費     ３２４     ３２４     ４１３ 

  2-4 減価償却費     ３８６     ３８２     ３７４ 

  2-5 資産減耗費       ０       ９       ９ 

  2-6 研究研修費       ６       ７       ３ 

３ 医業外収益     ８７９   １，２７６   １，２７１ 

４ 医業外費用     １５７     １５４     １６２ 

５ 医業収支  ▲ １，２７８  ▲ １，０８９    ▲ ９８７ 

６ 経常収支    ▲ ５５６      ３３     １２２ 

 

 

２）主な経営指標（平成１３年度～１５年度） 

 

 13 年度 14 年度 15 年度 

病床利用率（％）     ９５．１     ９３．８     ９３．４ 

診療単価（入院）（円）   １３，６２７   １３，４２５   １３，５５５ 

平均在院日数（本院）（日）    １９５．７    １６２．６    １５０．６ 

１日当患者数（外来）（人）    １８０．４ １７６．０    １８３．３ 

診療単価（外来）（円）    ７，３３２    ７，９１３    ７，０３３ 

人件費比率（％）    １１３．２    １０２．８     ９６．６ 

紹介率（％）     ３３．２     ４０．０     ３６．７ 

院外処方率（％）      ７．０      ６．５     ４９．６ 

 
 
 









 28 

一志病院 

 

取組成果と今後の課題（総括） 

ア．取組成果 

１）顧客の視点 
 
 ① 県保健医療水準の向上 
  ・救急車受け入れ数の増（H13：227人→H15：247人） 
   ・救急救命士の研修受け入れ 
 
 ② 地域信頼度の向上 
   ・地域連携度（人）（患者情報提供数＋紹介患者数）の向上（H13：595人→H15：750人） 
   ・地域連携室機能の強化による連携先の医療機関、施設数の増（H15～） 
   ・在宅医療の推進（CATVの活用） 
   ・療養病棟における看護の質の向上（H13 ６：１→H15 ５：１） 
 
 ③ 患者ＱＯＬの向上 
   ・院内接遇研修会の開催による職員接遇能力の向上 
   ・患者アンケートの満足度（推薦率）向上（H13：64.6％→H15：72.7％） 
   ・患者待合室、足裏マッサージ器、テレビ等の待ち時間対策施設・設備の整備 
 
２）財務の視点 
 
 ④ 経営基盤の安定 
   ・計画期間中の経常収支均衡を達成（経常収支比率H14：100.3％→H15：103％）  
   ・医業費用の削減（H13：1,250百万円→H15：1,136百万円） 
   ・他会計繰入金の適正化（H13：225,648千円→H15：210,708千円） 
 
３）内部プロセスの視点 
 
 ⑤ 医療の質の向上に向けたしくみづくり 
   ・病院機能評価受審に向けた全職員一致の取り組み。      
   ・クリニカルパス策定委員会の設置 
   ・乳房撮影装置の導入（H14～） 
 
 ⑥ 業務の効率化 
   ・全職員を対象にした請求漏れ対策研修会の実施 
   ・院外処方の徹底 
 
４）学習と成長の視点 
 
 ⑦ 職員のスキルアップ 
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   ・各種学会や研修会への積極的な参加 
   ・学会、研修会の院内報告会の実施 
   ・キャリアラダーやマネジメントシート導入による目標の明確化 
                                  
 ⑧ 組織風土の活性化 
   ・自由な意見交換を行うフリートークの開催（H13：0回→H15：3回） 
   ・地域の催事への積極参加。 
   ・病院まつり、病院広報誌の充実 
 
 

イ．今後の課題 

 
１）顧客の視点 
  
  ・接遇能力の向上  
  ・緩和ケアの提供と県内の緩和ケア水準の向上  
  ・緩和ケアにかかるネットワークの構築 
 
２）財務の視点 
 
  ・収支均衡の維持 
  ・緩和ケアの実施に向けた効率の良い病床配分や診療体制の検討 
  ・診療報酬レセプトの減点率や請求漏れの一層の改善 
 
３）内部プロセスの視点 
 
  ・地域連携機能、救急医療の充実による地域からの信頼 
  ・病院機能評価の取得とさらなる病院機能の向上 
  ・緩和ケアのソフト整備（人材育成）とハード整備（緩和ケア施設の整備） 
  ・在宅システムの構築と訪問看護機能の整備。 
 
４）学習と成長の視点 
 
  ・職員一丸となった取り組みのためのチームワークの向上 
  ・カンファレンスの開催等、職員の緩和ケアにかかるスキルアップ 
  ・各種学会、研修会などに参加を促し、専門的技術を向上職員一丸となった取り組みのためのチ 
    ームワークの向上。 
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ウ．決算の状況 

１）決算概要（平成１３年度～平成１５年度） 

                                                                 ( 単位：百万円 (税込) ) 

 13 年度 14 年度 15 年度 

１ 医業収益 １，１２５ １，０１８ １，０００ 

  1-1 入院収益 ７９１     ６８４ ７１２ 

  1-2 外来収益 ３０３  ３０３ ２５９ 

  1-3 その他医療収益 ３１      ３１ ２９ 

２ 医業費用 １，２５０ １，１７４ １，１３６ 

  2-1 給与費 ７０６ ６９０ ６７３ 

  2-2 材料費 ２４６    ２１５ ２１５ 

  2-3 経費 １８５    １９３ １８０ 

  2-4 減価償却費 １０６    ７０ ６４ 

  2-5 資産減耗費 ２     ２ ０ 

  2-6 研究研修費        ４ ４            ４ 

３ 医業外収益       ２３１ ２２２      ２２７ 

４ 医業外費用        ６１ ６２       ５５ 

５ 医業収支       ▲１２５ ▲１５６     ▲１３６ 

６ 経常収支 ４５ ４       ３６ 

 

 

２）主な経営指標（平成１３年度～１５年度） 

 

 13 年度 14 年度 15 年度 

病床利用率（一般）（％）     １０４．３ ９９．９ １０１．３ 

病床利用率（療養）（％）     ９７．５     ９６．２         ９４．５ 

診療単価（入院・一般）（円）        ３０，４３９       ２６，８３０ ２７，８６２ 

平均在院日数（一般）（日）         １７．２         ２０．９        ２２．８ 

１日当患者数（外来）（人）        １６９．０        １６５．５       １４３．２ 

診療単価（外来）（円）        ７，３１７ ７，５４６       ７，２６８ 

人件費比率（％）         ６２．８ ６７．８ ６７．３ 
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志摩病院 

 

取組成果と今後の課題（総括） 

ア．取組成果 

１）顧客の視点 

 

 ① 県保健医療水準の向上 

   ・志摩地域の中核病院としての診療機能を充実させるため、平成13年に開設した脳神経外科（Ｈ 
     13,4）に続き、神経内科の開設（Ｈ15,1） 
   ・へき地医療を支援するため、へき地医療支援拠点病院の指定を受けるとともにへき地医療支援 

     機構事務局の設置（Ｈ15,4） 

   ・一般病棟における急性期医療に対処した看護体制（2：1看護）の敷設（Ｈ15,5） 

   ・新たな臨床研修制度に基づく臨床研修病院としての指定（Ｈ15,10） 

   ・二次救急病院として365日24時間の救急体制の充実及び内科系・外科系の医師2名体制の確 

     立（Ｈ15,4） 

     （救急患者取扱数 Ｈ13：14,535人→Ｈ15：15,051人） 
   ・志摩５町が東海・東南海・南海地震防災強化地域に指定されたことにより、耐震性のある新外 

     来診療棟の整備に向けた基本構想及び基本計画の策定（Ｈ14．Ｈ15） 

 

 ② 地域信頼度の向上 

   ・地域医療機関の機能分化及び医療サービスの向上のため、「志摩地域医療提供体制検討会」の 

     設置と提言（Ｈ15,11） 
      〔内容：志摩地域で完結する医療提供体制の確立〕 
      （新入院患者数 Ｈ13：3,911人→Ｈ15：4,867人） 
   ・公立医療機関における医師確保、合同研修、医療スタッフの研修等を推進するため、「志摩地 

     域公立医療機関交流協議会」の設立（Ｈ16,2）と提言及び医療スタッフ充実に向けた取組実施 
   「志摩地域合併協議会」からの依頼による地域医療提供体制の提言 

   〔内容：原則として、2町立病院は整理・統合を図ったうえで一次救急と慢性医療の提供、 

       当院は二次救急と急性期医療の提供〕 

 

 ③ 患者ＱＯＬの向上 

   ・医療の質の確保と標準化を推進するため、クリニカルパス適用率の向上 

     （クリニカルパスの推進 Ｈ13：0疾患→Ｈ15：88疾患） 
   ・「声の箱」の意見に対する速やかな対処 

     （患者アンケートによる当院の推薦率 Ｈ13：56.4％→Ｈ15：82.4％） 
   ・病院機能評価受審（Ｈ16,1）への取組を通じて、患者さまの権利や安心・安全を確保するため 

     の体制整備 

   ・患者様付添人控室の設置（Ｈ15,1） 

 

２）財務の視点 

 

 ④ 経営基盤の安定 

   ・収支均衡の達成 
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       平成13年度に経常収支が黒字に転換するとともに、引き続き（Ｈ14,15年度）黒字幅の増 

       大〔Ｈ14→125,208千円、Ｈ15→203,955千円〕 

      （経常収支黒字 Ｈ13：23,824千円→Ｈ15：203,955千円） 
    （病床利用率 Ｈ13：89.1％→Ｈ15：89.6％） 
   ・急性期加算の算定 

       平均在院日数の短縮（17日以内）と紹介率30％以上の確保による急性期加算の算定（Ｈ 

       15,9） 

      （平均在院日数 Ｈ13：17.9日→Ｈ15：16.1日） 
   （紹介率 Ｈ13：17.5％→Ｈ15：33.6％） 
   ・業務のアウトソーシング化の推進による費用の縮減 

    給食業務の一部委託 

      （委託費 Ｈ13：306,868千円→Ｈ15：394,055千円） 
 

３）内部プロセスの視点 

 

 ⑤ 医療の質の向上に向けたしくみづくり 

   ・院内にキーパーソン会議を設置し、病院機能評価受審に向けた各部門による改善諸項目への取 

     組 

   ・医療の質の向上や業務改善活動としてＴＱＭ（経営の総合的質の向上）委員会を立ち上げ、   

     平成15年12月に15サークルの参加による「第1回志摩病院ＴＱＭ発表大会」の開催（参加 
     者 120名） 
   ・内部委員会の活性化 

     栄養サポート（ＮＳＴ）委員会、禁煙委員会、緩和ケア委員会、麻酔チームの設置 等 

   ・大腸外来の設置 

   

 ⑥ 業務の効率化 

   ・効率的な病院運営による費用の縮減 

       外来クラークの導入（Ｈ14）、給食業務の一部委託（Ｈ15） 

   ・診療材料委員会、機械備品活用委員会の設置 

  ・地域連携業務推進プロジェクトの設置 

 

４）学習と成長の視点 

 

 ⑦ 職員のスキルアップ 

   ・専門資格の取得 

   緩和ケア認定看護師（Ｈ15）、乳房撮影認定技師（Ｈ15）、超音波検査師（Ｈ15）、微生物 

   検査師（Ｈ15） 

   ・院内研修の充実 

    院長フリートーク、マネージメント研修、教育研修計画に基づくキャリアラダー導入 

   ・各種委員会による研修 

 医療安全対策委員会、感染対策委員会、接遇委員会、栄養サポート（ＮＳＴ）委員会 

 

 ⑧ 組織風土の活性化 

   ・ＢＳＣマネージメントシートの作成 

       全職員によるマネージメントシート作成への取組 

   ・キャリアラダーシステムへの取組 
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  ・ＴＱＭ活動による活性化 

       職場環境の改善や事故防止など様々なＴＱＭ活動（各セクション 15サークル）への取組 

       及び実践による率先実行大賞の受賞（Ｈ16,3） 

 

 

イ．今後の課題 

 

１）顧客の視点 

 

   ・地域におけるモデル的な医療提供体制の構築 

       急性期医療の提供〔開業医等への紹介、逆紹介の取組強化による病診連携の推進等〕 

       救急医療体制の充実〔365日24時間救急患者受入の維持、地域の各医療機関が担うべき救 

       急医療体制の明確化等〕 

   ・県南地域の安全と安心を支援 

       代診医派遣の充実等によるへき地医療支援 

       大規模災害マニュアルの作成及び訓練の実施等による災害拠点病院としての信頼度向上  

 

２）財務の視点 

 

   ・医業収支の改善 

    平均在院日数の短縮、紹介率の向上、新入院患者の確保、病床稼働率の向上等による収益性 

       の向上 

    人件費、材料費、経費の見直し等による高コスト体質の是正 

 

３）内部プロセスの視点   

 

   ・地域内完結型医療供給体制の構築 

    志摩地域公立医療機関交流協議会の活用による医師の確保、医療スタッフの交流、合同研修 

       の充実 

    大学や関係機関への病院群としての働きかけ 

    各診療科の高度及び専門化 

    医療安全管理の確保 

   ・広域医療支援機能の構築 

      地域災害医療体制の構築 

    へき地医療支援システムの構築 

       ヘリポート施設も備えた耐震性のある外来診療棟の建設 

 

４）学習と成長の視点 

 

   ・職員のモチベーションの向上 

    優良職員の表彰、院長との対話、セクション間会議等によるモチベーション向上 

  ・研修環境の整備 

    教育研修計画の充実・改善による専門研修の実施 

  ・リーダー養成 

    ＴＱＭ活動、ワーキンググループの活性化によるリーダー養成 
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ウ．決算の状況 

１）決算概要（平成１３年度～平成１５年度） 

                                                                 ( 単位：百万円 (税込) ) 

 13 年度 14 年度 15 年度 

１ 医業収益 ４，０５５ ４，４０２ ４，６３７ 

  1-1 入院収益 ２，７５８ ３，０７５ ３，２４９ 

  1-2 外来収益 １，１９５ １，２０３ １，２５９ 

  1-3 その他医療収益 １０２ １２３ １２９ 

２ 医業費用 ４，６１１ ４，９４７ ５，０９２ 

  2-1 給与費 ２，７５７ ２，８８０ ２，８７９ 

  2-2 材料費 ９３５ １，０９６ １，１４８ 

  2-3 経費 ５８４ ６２２ ７１０ 

  2-4 減価償却費 ３２３ ３３３ ３２６ 

  2-5 資産減耗費 １ ３ ５ 

  2-6 研究研修費 １２ １３ ２３ 

３ 医業外収益 ７７５ ８６０ ８３８ 

４ 医業外費用 ２００ １９０ １７９ 

５ 医業収支 ▲ ５５６ ▲ ５４５ ▲ ４５５ 

６ 経常収支 ２２ １２５ ２０４ 

 

 

２）主な経営指標（平成１３年度～１５年度） 

 

 13 年度 14 年度 15 年度 

病床利用率（一般）（％） ８６．６ ９０．３ ８８．０ 

病床利用率（精神）（％） ９５．２ ９４．７ ９３．５ 

平均在院日数（一般）（日） １７．９ １７．９ １６．１ 

平均在院日数（精神）（日） ３１４．０ ２６７．９ ３０３．０ 

診療単価（入院・一般）（円） ２９，８２０ ３１，９１９ ３４，９０２ 

診療単価（入院・精神）（円） １２，５４５ １２，８５５ １２，８４８ 

１日当患者数（外来）（人） ７３０．６ ７０３．０ ６９０．１ 

診療単価（外来）（円） ６，６７８ ６，９８６ ７，４１５ 

人件費比率（％） ６８．０ ６５．４ ６２．１ 

紹介率（％） １７．５ ２９．１ ３３．６ 

 









資料１　病院事業会計比較貸借対照表（Ｈ8→Ｈ15）
Ｈ８ Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１4

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 H8=100

固定資産 28,467,890 31,255,983 33,065,743 33,534,954 32,239,134 30,839,111 30,012,861 29,057,508 102

有形固定資産 28,252,428 31,056,648 32,868,853 33,355,071 32,076,257 30,693,240 29,883,996 28,945,971 102

建設仮勘定 389,589 393,937 2,910,990 16,346 3,714 3,714 16,463 31,633 8

無形固定資産 215,462 199,335 196,890 179,883 162,877 145,871 128,865 111,537 52

流動資産 4,226,648 7,933,274 8,409,820 6,544,035 6,752,686 7,301,457 6,733,112 4,629,163 110

現預金 1,093,871 1,632,710 2,923,187 1,278,497 2,310,610 2,911,714 3,475,913 1,836,982 168

未収金 2,829,031 6,115,996 5,456,295 5,197,701 4,387,427 4,363,732 3,180,886 2,709,516 96

繰延勘定 595,430 796,924 935,752 1,013,984 987,466 942,745 916,863 883,879 148

資産合計 33,289,968 39,986,181 42,411,315 41,092,973 39,979,286 39,083,313 37,662,836 34,570,550 104

固定負債 30,680,661 33,886,134 36,417,963 36,556,813 35,623,501 34,143,354 32,030,202 29,254,781 95

引当金 0 0 0 0 0 0 143,731 94,660 -

企業債 24,308,856 26,773,802 28,624,963 28,793,894 28,202,383 27,149,117 26,892,234 26,165,884 108

他会計借入
金
（資本）

3,930,573 4,671,100 5,351,768 6,121,687 6,579,886 6,994,237 4,994,237 2,994,237 76

他会計借入
金
（負債）

2,441,232 2,441,232 2,441,232 1,641,232 841,232 0 0 0 0

流動負債 1,642,796 4,655,408 3,866,349 2,386,502 2,074,820 1,740,050 3,000,840 1,769,212 108

未払金 1,557,549 4,562,473 3,775,518 2,320,980 1,998,215 1,647,824 2,916,904 1,703,513 109

32,323,457 38,541,542 40,284,312 38,943,315 37,698,321 35,883,404 35,031,042 31,023,993 96

資本金 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 100

自己資本金 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 556,955 100

剰余金 409,556 887,684 1,570,048 1,592,703 1,724,010 2,642,954 2,074,839 2,989,602 730

資本剰余金 11,917,370 13,724,605 15,404,424 17,050,569 18,018,330 18,850,302 19,475,719 20,382,145 171

欠損金 -11,507,814 -12,836,921 -13,834,376 -15,457,866 -16,294,320 -16,207,348 -17,400,880 -17,392,543 151

966,511 1,444,639 2,127,003 2,149,658 2,280,965 3,199,909 2,631,794 3,546,557 367

33,289,968 39,986,181 42,411,315 41,092,973 39,979,286 39,083,313 37,662,836 34,570,550 104

※財政状態をより明確に示すため、資本の部の借入資本金（企業債及び他会計借入金）を負債の部に含めている
※斜体字は、「うち数」を示す

Ｈ15

資本・負債合計

資本合計

負債合計
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資料２　病院事業比較損益計算書（Ｈ9→Ｈ15）
Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１4
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 H8=100

病院事業収益 18,461,050 18,021,610 17,822,953 18,171,082 18,550,599 18,830,708 18,973,345 103

①　医業収益 14,702,413 14,070,458 13,901,702 14,346,213 14,917,598 15,128,362 15,320,553 104

入院収益 9,630,164 9,677,624 9,616,487 10,039,523 10,744,889 11,047,455 11,140,625 116

外来収益 4,759,041 4,058,955 3,923,832 3,929,603 3,804,328 3,713,517 3,822,870 80

その他医業収益 313,208 333,879 361,383 377,087 368,381 367,389 357,057 114

②　医業外収益 3,754,919 3,913,736 3,921,251 3,824,869 3,611,595 3,691,085 3,652,792 97

繰入金 3,610,322 3,723,137 3,781,658 3,686,242 3,455,478 3,537,710 3,474,518 96

③　特別利益 3,718 37,416 21,406 11,262 0 0

病院事業費用 19,790,156 19,019,065 19,446,443 19,007,536 18,463,625 20,024,240 18,965,007 96

④　医業費用 18,281,031 17,527,585 17,987,542 17,603,462 17,100,537 17,285,433 17,251,107 94

給与費 9,620,891 9,606,368 10,007,286 9,676,107 9,890,247 9,807,709 9,584,997 100

材料費 4,634,099 3,761,259 3,399,169 3,400,489 3,235,480 3,500,452 3,457,080 75

経費 1,931,522 2,122,204 2,167,499 2,346,639 2,127,182 2,245,960 2,453,708 127

（⑧　委託費） 1,050,629 1,098,680 1,094,772 1,126,188 1,116,262 1,116,262 1,116,262 106

減価償却費 1,768,611 1,962,781 2,036,074 2,108,974 1,803,127 1,633,501 1,678,381 95

資産減耗費 292,397 39,662 316,757 5,807 5,853 49,548 24,275 8

研究研修費 33,511 35,311 60,757 65,446 38,648 48,263 52,667 157

⑤　医業外費用 1,509,125 1,491,480 1,458,901 1,404,074 1,363,088 1,338,808 1,340,492 89

支払利息 1,149,092 1,154,301 1,121,357 1,053,710 1,031,859 984,643 951,154 83

繰延償却 34,586 46,390 55,651 62,345 64,136 65,107 67,068 194

1,489 1,759 1,563 1,976 1,661 2,063 1,787 120

雑損失 323,958 289,030 280,330 286,043 265,432 286,996 320,484 99

⑥　特別損失 1,400,000 373,408 -

△ 3,578,618 △ 3,457,127 △ 4,085,840 △ 3,257,249 △ 2,182,939 △ 2,157,071 △ 1,930,554 54

△ 1,332,824 △ 1,034,871 △ 1,623,490 △ 836,454 65,568 195,206 381,746 △ 29

△ 1,329,106 △ 997,455 △ 1,623,490 △ 836,454 86,974 △ 1,193,532 8,338 △ 1

※斜体字は、「うち数」を示す
※端数処理の関係で、合計値が一致しない場合がある

⑧　経常損益（⑦+②-⑤）

当期純損益（⑧+③-⑥）

Ｈ１5

患者外給食材料費

⑦　医業損益（①－④）
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資料３　病院事業庁主要経営指標の推移(H9→H15)
単位 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15

1 総資本対経常利益率 ％ -3.6 -2.5 -3.9 -2.1 0.2 0.5 1.1

2 医業収益対経常利益比率 ％ -9.1 -7.4 -11.7 -5.8 0.4 1.3 2.5

3 総資本回転率 回 0.40 0.34 0.33 0.35 0.38 0.39 0.42

4 経営資本対経常利益率 ％ -3.7 -2.7 -4.1 -2.1 0.2 0.5 1.1

5 経営資本対医業利益率 ％ -10.1 -8.9 -10.4 -8.2 -5.7 -5.8 -5.5

6 経営資本回転率 ％ 0.41 0.36 0.35 0.36 0.39 0.40 0.44

7 医業収益対医業利益比率 ％ -24.3 -24.6 -29.4 -22.7 -14.6 -14.3 -12.6

8 損益分岐点医業収益 百万円 16,649 15,483 16,051 15,443 14,834 14,874 14,828

9 損益分岐点比率 ％ 113.2 110.0 115.5 107.6 99.4 98.3 96.8

10 経営安全率 ％ -13.2 -10.0 -15.5 -7.6 0.6 1.7 3.2

11 流動比率 ％ 170.4 217.5 274.2 325.5 419.6 224.4 261.7

12 当座比率 ％ 166.4 216.7 271.4 322.8 418.1 221.8 257.0

13 固定比率 ％ 2163.6 1554.6 1560.0 1413.4 963.7 1140.4 819.3

14 固定資産対長期資本比率 ％ 88.5 85.8 86.6 85.1 82.6 86.6 88.6

15 自己資本構成比率 ％ 3.6 5.0 5.2 5.7 8.2 7.0 10.3

16 手元流動性比率 月 1.3 2.5 1.1 1.9 2.3 2.8 1.4

17 医業収益対支払利息比率 ％ 7.8 8.1 8.0 7.3 6.9 6.5 6.2

18 有利子負債月商倍率 月 21.9 24.4 24.9 23.6 21.8 21.3 20.5

19 固定資産回転率 回 0.41 0.44 0.42 0.44 0.47 0.50 0.52

20 キャッシュ・フロー（損益ﾍﾞｰｽ） 百万円 766 1,051 785 1,341 1,939 543 1,770

21 付加価値 百万円 9,018 9,211 9,408 9,820 10,566 10,481 10,637

22 職員１人当たり付加価値 千円 8,972 9,254 9,487 9,940 10,434 10,056 10,284

23 医業収益対付加価値率 ％ 61.3 65.5 67.7 68.4 70.8 69.3 69.4

24 有形固定資産投資効率 回 0.31 0.30 0.30 0.30 0.34 0.35 0.36

25 労働分配率 ％ 107.2 104.7 106.8 99.0 94.0 93.9 90.5

26 医業収支比率 ％ 80.4 80.3 77.3 81.5 87.2 87.5 88.8

27 経常収支比率 ％ 93.3 94.6 91.7 95.6 100.4 101.0 102.1

28 経常収益対繰入金比率 ％ 19.6 20.7 21.2 20.3 18.6 18.8 18.3

29 職員１人当たり医業収益 千円 14,628 14,137 14,019 14,522 14,732 14,514 14,812

収
益
性

そ
の
他

生
産
性

安
全
性
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